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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★ 
　こんにちは。吉川真由美です。ご無沙汰しております！

　今日（6月18日）は何を記念する日でしょうか。そうです！ブラジル日本移民99年祭記念日!　来年で100年を迎えるブラジル日本移民は現在140万人に達しています。今年から来年にかけて、移民100年祭関係でいろいろなイベントが開かれる予定になっています。

　ちなみに、ボリビアは、去年、移民50周年を迎え、ベネズエラは来年で80年だそうです。南米でブラジルより移民の歴史が長いのはペルーです。来年で110年になります。

　どなたか、ここで述べていない国への日本移民に関しての情報をお持ちでしょうか。そこでもいろいろな行事が行われていますか。情報をお待ちしております。
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　さて、今日は日本語の教科書・教材について考えたいと思いますが、いかがでしょうか。

　研修会や講座に参加して、休憩時間にお茶をしながら話していると、ときどき「ねえ、あなたの学校ではどんな教科書を使っていますか」という質問がよく聞かれませんか。そのとき、いろいろな話を聞きますが、特定の教科書を使用していない学校の教師でしたら、教科書選定は自由ですから、自分の学校で一番使いやすい教科書を選んで使うのが当たり前だと思います。ところが、ときどき聞く話が一冊のメインテキストを使うのではなく、いろいろな教科書を同時に平行して使っているということです。また、幼稚園などでは、市販されている教科書ではなく、自分で作成したプリントを使っているという教師も多いのではないでしょうか。

　今日はここで教科書選定と使用のメリットとデメリットについて考えてみます。

　現在、カンピーナス大学で「教材作成とカリキュラム」についての講義を受けているのですが、そこで読んだ教科書の役割について書いてあるAllwright（1981）の論文には次のようなことが書いてありました。

1．Deficiency View （先生の欠点を補うといった観点）
教科書は、教師の不完全な部分をカバーする役割があるという視点です。例えば、シラバスが学習項目全体を満遍なくカバーしていて、練習問題もよく考えられているため、教師が準備できない部分をカバーすることになるという発想だそうです。極端に考えれば、いい教師は市販の教科書がなくても教えられ、その反対の発想としては、よい教科書は、教師側に欠点があっても、その教科書を使えば、いい授業が出来るということになります。

2．Difference View（教科書作成者と教師の能力の差といった観点）
この視点から見た教科書の役割は、教師の欠点をカバーするということではなく、外国語教師の役割とは別の役割があるということです。つまり、教科書には、それを作成した人の発想が入っていて、授業の内容を導く役割があり、教師は、それを使って授業することになるが、教師には、学習者とのやり取りをしながらよい学習環境を作る役割があるという発想です。この考え方は教師の役割を単なるクラスの運営者にしてしまうのではないかという意見もあります。

　上記の考え方（視点）から言えることは、教科書は、市販のものか自作のものかを問わず、授業ではある役割を果たしていて、教師の助けになります。

　また、教科書の内容について言いますと、教科書は授業の内容を考えるときに大きな助けになるものであっても、決して内容を完全に決めてしまうものにはなってはならないとも言えます。私が初めて授業の流れについての講義を受けたとき、ある先生が「教科書を教えるのではなく、教科書で教えるのだ」ということをおっしゃいました。この発想は、教科書の内容を教えるために授業を行うのではなく、授業で学習者が求めていることを、ある教科書の内容を利用して、必要に応じて、自分の現場に合わせて内容をアダプテーションしながら使用することを表しています。けれども、気をつけなければいけないのは、「アダプテーションする」ときです。教科書に出てくる語彙や文型を省いたり足したりすることは教師の自由だと思いますが、その一方では、それを行うときには、使用している教科書は作者が提出順などをよく考えて出しているので、その流れを「じゃまする」ことにならないかをよく考え、教師の責任で変えるということです。

　ですから、「私は、一冊のメインテキストを使うのは面白くないから、3，4冊ぐらいの内容を見て、面白い部分だけを使っています」という考え方もあるかと思いますが、3、4冊の教科書を使って教案を書くことはとても大変な作業になると思います。その理由は、ある教科書に出ている語彙や文型は、別の教科書に出てこないことになるので、教えた項目と教えていない項目を常にチェックしながら、授業の流れを考えなければいけないからです。このコントロールなしで講座を行ったら、せっかく面白い内容が、学習者にとっては分かりにくくて、全然面白くなくなるのではないでしょうか。

　教科書を自分で作りながら授業を行っている教師の場合はいかがでしょうか。その方が自由に授業の内容を決められるからとてもいいです、というご意見もあるかと思いますが、自由である一方、内容とその提出順を一人で考え、教材・教具を全部一人で作るのは大変な作業ではないでしょうか。その上、どのぐらいの時間で、何を教えるかを決める必要もあります。こうした労力を考えると、結局、多く教師は、一冊のメインテキストを使用して自分の講座を計画することになる教師が多いのではないでしょうか。もちろん、その計画の中では、自由に内容を変えたりすることもあります。

　教科書が最初から決まっていて、それを使用することになっている講座もあるかと思いますが、「教科書に出ている内容はすべて正しい」というふうに考えるのも危険だと思います。自分の学習者に本当に適している内容かどうかを考えずに、まさに「教科書を教える」ことになってしまうからです。常に、自分の講座、自分の授業と使用している教科書の関係を考えながら内容を計画的に決めていくことが大切だと思いますが、言うのは簡単で、実行するのは大変ですね!!!

　それでは、今日はここで終わりにしたいと思います。
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　前回のメルマガでもご案内致しましたが、8月30、31日にUNESP-Assis校で日本語･日本文学･日本文化学会が行われます。発表される方は、申し込みは6月30日が〆切日です。詳細はhttp://www.fundepe.com/novo/japones/をご覧ください。
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